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平日は、いつでも見学・相談を受付けています。
ご希望の方は事前に希望日時を電話にてお知らせください。

個人でもグループでも参加可能です。

学校
見学

5 月の授業をリポート︕

■ マネジメント創造科 3 年生
■ サイエンス創造科２年生 課題研究
■ 2 科コラボレーション 課題研究

（ １ ）堺 高 校 の 授 業 リ ポ ー ト  2 0 2 4 年 6 月18日
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① 落下する物体を決める
② 定規を固定し物体を落下させる
③ 動画を見て、落下する物体の
　 時刻(t)ごとの位置(y)を記録する
④ Excelで、測定した時間と位置
　から速度を求めグラフを描く
⑤ v-tグラフの傾きから、
　 重力加速度の値を推定する

サイエンス
創造科

＞動画撮影による落下運動の解析　　　　　　　　　　  ＜燃焼試験の解析のために行う
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生物実験室

物理実験室
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（  2  ）堺 高 校 の 授 業 リ ポ ー ト  2 0 2 4 年 6 月18日
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実習室はいつもきれいに︕

ロケットガイドとなる丸棒を
両頭グラインダーを使い

バリを取る↓

↑下部指示板をすべて同じ
大きさになるようハンド
グラインダーで研磨する

加工・組立自習室
ロケット本体の一部
（燃料タンク）に
つけるネジは
機械材料創造科に
加工を依頼

↓サイエンス創造科から
　依頼を受け、
　旋盤（金属加工機械）
　で穴をあけ、
　ねじ切り加工をした

← もとのネジ

↑下部指示板に
調節用スリット

を入れる位置を記す

丸棒（ロケットガイド）を
500mm に高速切断機で揃え

長さを確認する↓

溶接実習室

オンライン講義

物理実験室
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【 課題研究 】
ロケット班

【 課題研究 】
ロケット班
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燃焼試験台 製作 ＞＞＞


